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イノベーション創発の要因と概念的枠組み
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えてくれる。しかし、 当該理論をイノベーション　　えにたち、イノベーション創発の戦略経営の概念
の創発という視点で発展的に考えるとすれば、そ　　的枠組みを考えれば、図表4のようになる。常に
こで強調されている環境との前向きな関わりとと　　有用かつ新しいモノ・仕組みを創発することが求
もに、外部環境と内部環境との統合を重視し、そ　　められる企業においては、まず、環境の変化をイ
れを統合しイノベーションを生み出すトリガーを　　ノベーション創発にとって有効な機会とし前向き
特定するとともに、組織構成員が意識できる形で　　に捉えることが不可欠となるであろう。また次の
トリガーを戦略化していくことが極めて重要とな　　段階では、外部環境と内部環境との状況・特性を
るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　つかみそれらを統合し、組織に有用なイノベーシ
上記したようにローソンのイノベーションの創　　ヨンが創発されるようなトリガーを特定・設定す
発とその要因を筆者なりに分析すると、同社は、　　ることが必要となる。さらに次の段階では、その
まず環境の変化を前向きに捉え、外部環境におけ　　トリガーによりイノベーションが創発されるよう
る問題点と内部環境の組織の意向を統合するよう　　な戦略を策定することが重要となるであろう。
なイノベーション・トリガーを特定し、それをト　　　ここで特定するトリガーは、企業を取り巻く社
リガーにして、「脱セブン」という組織構成員が　　会や、顧客、技術、競合他社に関する問題を解決
理解でき賛同できる戦略を策定し、顧客にとって　　するようなイノベーションを創発させるものであ
有益で、かつ競合他社へ差別化の図れるイノベー　　ると同時に、様々な思いや意図を持つ構成員が存
ションを展開している。そのようなイノベーショ　　在する組織を一体化（組織全体がまとまって動け
ンにより、さらに組織全員が顧客や競合他社を意　　る状態をつくる）したり、組織に勢いを創出（組
識し、組織内でその状況の共有化がなされてい　　織が積極的に動ける状況をつくる）したり、組織
る。また、その共有化に終わらず、組織がより積　　に刺激を与え緊張感を創出（これまでの状況に満
極的に動いていけるようにするために、また組織　　足しないよう新たな状況をつくったり、新たな方
が易きに流れたり、たるみが生まれないように環　　向に向ける）したりするようなものであることが
境やその変化と積極的に関わっていることが分か　　極めて重要であろう。
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくして、上記したような「環境認識」、「トリ
このような理論的考察ならびに事例的考察のう　　ガーの特定とその際の配慮」「トリガーの戦略
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化」をもってイノベーションが創発されると筆者　　あると筆者は考える。
は考える。なお、組織全体が環境の変化をイノ　　　このような活動を通して、企業をとりまく諸環
ベーション創発の機会と位置づけつつ、経営者・　　境・諸関係者や組織にとって有用なイノベーショ
管理者（トップ・ミドル）層が、このトリガーの　　ンが創発されうる。イノベーションの創発が継続
特定とその際の配慮やトリガーの戦略化を実行す　　的になされることで、組織やその構成員は、環境
ることになるであろう。言うまでもなく、組織全　　の変化を後ろ向き・消極的ではなく、前向きに捉
体における環境変化のかような前向きな捉え方　　えることができるようになるのではないかと考え
は、環境の変化から実際にイノベーションが創発　　る。またこの姿勢により、さらにイノベーション
されることなしには生まれえない。つまり、環境　　が創発されるのではないだろうか。
変化への前向きな認識は、経営者・管理者層が実
際に環境の変化の中からイノベーション創発のト　　〈主要参考文献〉
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づらかったのは・企業において環境の変化をイノ　　金井壽宏（2002）「組織を動かす最強のマネジメント心
ベーションのトリガーと捉えることによって実際　　　理学』中経出版。
にどのようなイノベーションが創発されるかや、　　奥村昭博（1986）r企業イノベーションへの挑戦』日本
そこで創発されたイノベーションが組織にとって　　経済新聞社。
どのような意味を持つのかについて理解されな　　咲川孝（2000）『組織文化とイノベーション』千倉書
かったためであろう。したがって、企業をとりま　　房（第2刷）・
く顧客や競争、技術等の環境変化がイノベーショ　　十川広国（2000）『企業の再活性化とイノベーシヨン』
ンの機会であると提起されても、それは、組織や　　　中央経済社（第5刷）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋伸夫（1997）『日本企業の意思決定原理』東京大学その構成員にとって漠然としており、実際にどの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出版会。方向をめざし、どう動くのか理解できず、その結
株式会社ローソンに関する資料・データ＜『日経ビジ果、イノベーションは創発されにくくなっていた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネス』2005年2月14日号、『日経ビジネス』2006年9
のではないだろうか。環境の変化をイノベーショ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月25日号、同社『Annual　Report』2005年、同社『An一
ン・トリガーとして捉え、組織にとり意味のある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nual　Repod　2006年、同社Home　Page：http：〃www．
イノベーションが創発されうると理解されてはじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lawson．cojp／index．html＞
めて、組織やその構成員は環境の変化を前向きに
捉えることができ・またその姿勢からさらなるイ　　注
ノベーションが創発されるのではないかと考え　　1）このような家に住みたい、建てたいという構想を
る。その意味では、上記したように、経営者・管　　　具体的に表示したもの。工事担当者の活動調整、環
理者層が中心となり、環境の変化の中から、様々　　　境に適したデザインや工事・設備を指示し、予算範
な環境や関係者に意味のあるイノベーションが具　　　囲（資源）を超えるような設計図では家の建築は不
体化されるようなトリガーを特定・設定し、トリ　　可能となる。
ガーに即した戦略を策定することが極めて重要で　　2）戦略と地図との関係について戦略・組織の研究者
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は、社会心理学者のカールワイク（Weick，　K，　E．）が　　　ッド・フーズ社の傘下となり、オハイオ州に広範囲
示すエピソードを取り上げながら説明している。そ　　　で店舗展開を進めるとともに、コンビニエンススト
のエピソードの概要は以下のようなものである。ハ　　　アの運営システムを確立することになった（ローソ
ンガリー人の若い少尉が率いる軍の部隊が、アルプ　　　ンHome　Page「ローソンの歴史」内の「ローソンの
ス山脈において軍事演習をしていて、吹雪のため道　　　由来」より筆者が整理）。
に迷う。隊員の一人がポケットから地図を発見し、　　6）株式会社ローソン「Annual　Report』2005年、　pp．
その地図で冷静さをとりもどし、その地図を頼りに　　　ii－iiiにおいて記述されていた主たる商品・サービ
3日目にしてようやく下山することができた。しか　　　ス・店舗。
し、下山後、少尉がその地図を確認してみると「ア　　7）ドラッカー（1985）は、これまでのような明確な
ルプス山脈」のものではなく「ピレネー山脈」のも　　　産業の枠組みが存在しなくなる産業構造や市場構造
のであった（高橋、1997；金井、2002）。これは何を　　　の変化、また、人口構i造や消費者ニーズの変化は企
意味するかと言えば、地図が正確というより持って　　　業のイノベーションの機会になるとしている。とり
いるということが大切であり、この地図が正しいと　　　わけ、人口構造の変化は、いかなる製品を、誰に、
いう信念を持っていることが望ましいということで　　　どのくらいという点に対して大きな影響を与えるこ
ある。また、われわれの行き先はどこなのかという　　　とになると指摘している。また、奥村（1986）は、
ものがあることが極めて重要であることを示してい　　　企業のイノベーションは環境変化の認知（企業によ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り認知能力が異なる）から始まり、それから戦略、
3）厳密な息苦しい管理をしている事例としては管見　　　組織、人材、企業家精神に革新を導入することに
の限りでは以下のようなものが挙げられよう。例え　　　よって遂行され、これら4つの要因が相乗効果を生
ば、「富士ソフトABC（当時名）九州事業所」（携帯　　　み出すことにより組織活力がよみがえり技術革新も
電話向け制御ソフトの開発を受託するなど他社の機　　　飛び出すことになると指摘している。さらに、十川
密情報を扱う企業）では、情報漏洩を防ぎ、顧客か　　　（2000）は、新製品や新市場を開発するという創造
らの信頼獲得を得ることが重要となり、（A）厳重な　　　的な経営を展開しながら競争力を構築するために
保安検査（空港並みの入館チェック）を実施する、　　　は、トップ・マネジメントが環境の変化を的確に判
（B）情報流出を防ぐため社員の私物の持ち込みを許　　　断し、企業の進むべき方向についての将来構想を明
さない、等の体制を構築した。このような社員に　　　確にし、組織にそれらを周知させ、柔軟な組織運営
とってゆとりのない監視体制により社員が息苦しく　　　を実現する基盤をつくることが不可欠であるとして
なり、彼らの働く意欲を阻害し、業績を悪化させて　　　いる。そして、バーク＝トラハント（2000）は、新
いる。また、「関西電力」では、2004年8月の美浜原　　　しい技術が急速に導入されたり、新たな競争相手が
子力発電所の事故でll人の死傷者を出したことが　　　突然現れたりする結果、ビジネスの世界に従来まで
きっかけとなり、安全を追求すべく、（A）業務上の　　　の流れや継続性とは違った断絶が生じることとな
ルール・運用手順の見直し、細かな規定をつくる、　　　り、この激変するビジネス環境にもし即座に対応し
（B）法令違反ゼロが従業員の評価の基準となり社内　　　なければ、それは企業にとって弔鐘となりうると指
管理を強化する、等により休憩時間も休めなくな　　　摘している。そこでは、今日もっとも賢明で粘り強
り、社員は絶えず緊張感を強いられ、その後も事故　　　い企業は、常に環境をウォッチし、組織変革に熟達
やトラブルが絶えていない。　　　　　　　　　　　　　しており、変化し続ける市場やビジネス状況に対応
4）具体的な金額レベルは、自動車メーカーマツダ、　　　するために組織を変化に適合させているとしてい
スズキ、スバル3社の合計金額に匹敵する。　　　　　　る。また、これら企業のリーダーは、ビジネスまた
5）米国オハイオ州においてJ．J．ローソン氏が牛乳屋　　　は変革の目標達成を支える内部の方向付けを強力に
「ローソン」という牛乳販売店を営業していた。彼　　　醸成していることを強調する。
はその後日用品等を含む生活必需品を販売する　　　　これらの戦略研究の指摘において注目すべきは、
「ローソンミルク社」を設立し、米国北東部を中心　　　「環境の変化」が企業のイノベーションにとって有
にチェーン展開を行った。現在のコンビニチェーン　　　効なトリガー（契機、きっかけ）になりうるという
名「ローソン」や看板のミルク缶デザインはこの牛　　　ことであり、イノベーション創出のためには、この
乳屋「ローソン」が発端となっている。1959年、　　　変化を前向きに捉えなければならないという点であ
ローソンミルク社は食品業界大手のコンソリデーテ　　　る。
一67一
